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は　し　がき
本研究の目的は､キャビティを有する流れ場から発生する空力騒音を抑制する制御
デバイスを開発することにあった｡流れ場を能動的に制御し流れの持つ｢受容性｣を
積極的に利用することで､効率の良い制御が可能であることが期待された｡本研究で
着目しているような一定の点からはく離するキャビティ流れの場合には､このはく離
点において外乱に対する受容性が非常に高くなる｡そこで本研究では､アクチュエー
タを微小振動させ､これをはく離点で受容させる方法を採用した｡結果的には､流下
してくる平板境界層が層流か乱流かに関わらず､キャビティ上流端に取り付けたピエ
ゾブレード列から導入される周期変動のスパン方向位相を調整するだけで､空力音を
減らすことに成功している｡この実験では振動形態の異なる2種類のアクチュエータ
を用意した｡一つは単純に伸縮するユニモルフと呼ばれるタイプであり､もう一つは
ユニモルフを2枚頚り合わせたバイモルフタイプである｡バイモルフは､上面が伸び
るとき下面では縮むという構成となっているため､伸縮動作によって曲げが生じ､ユ
ニモルフに比べると大きな変動を発生させることが可能であることがわかった｡また､
アクチュエータの種類と設置方法の組み合わせを試した結果､キャビティ内の上流壁
面に垂直に設置したバイモルフの先端を主流と平行に振動させる方法が､最も効果的
であることがわかった｡
このアイデアのポイントは,キャビティ内部にスパン方向に沿って互いに逆位相の
空力昔を発生さ､遠方場で相殺させる点にある｡上流の流れが層流境界層の場合は予
想通りの制御効果が得られたが,乱流境界層の場合には明確な位相差のある空力音を
作り出すことが難しく､騒音低減効果も層流境界層の場合と比べると小さいものであ
った｡
ところが､実験を進める過程で､アクチュエータの代わりにキャビティ内部上流壁
に平行に小さな棒状の遮蔽物を置くだけで､騒音が著しく減少することが発見された｡
これは､主流速度が30m/Sのとき､前述したバイモルフアクチュエータによる騒音低
減効果のおよそ2倍にもなる｡この効果は､ (財)鉄道総合技術研究所所有の米原風洞
試験センターの大型風洞を使用した実用スケールの乱流境界層を対象とした実験に
おいても検証できている｡滅音に最も効果的な遮蔽物の寸法と挿入位置については､
これまでの実験結果からある程度の傾向がわかってきているものの､そのメカニズム
については推測の域を出ず､今後の課題として残されている｡
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